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部位等
検査

方法
検査項目

金額

（税込）
検査の説明 気になること等

尿酸 130
核酸、プリン体の代謝産物であり、痛風の原因となる物質

を調べる血液検査です。

足の親指や足首に違和感、ピリピリ

する。

アルブミン 130 全身の栄養状態を調べる血液検査です。
顔や手足にむくみがある。食欲がな

い。最近痩せてきた。

貧血（赤血球数・血色素量・

　　　ヘマトクリット値）
250

数値が低いと体内が酸欠状態になり、貧血を起こしやすく

なります。
疲れやすい。めまいがする。

心電図 心電図検査 1,570
心臓の筋肉の状態（肥大、心筋症）、虚血（狭心症、心筋

梗塞）、不整脈などを調べます。

胸の違和感。脈が飛ぶ感じがする。

軽いめまいがある。

眼底 眼底検査 1,230
高血圧、糖尿病などによる血管障害も含め、動脈硬化の状

態を調べます。

ぼんやりする。暗く感じる。かすん

で見える。視界が狭く感じる。目の

鈍い痛みや頭痛が起こる。

脳 脳梗塞リスクマーカー（Ａ6Ｃ） 7,700

自覚症状がない小さな脳梗塞を”隠れ脳梗塞”または”無症候

性脳梗塞”といい、脳卒中・認知症になりやすいと言われ”隠

れ脳梗塞”の可能性（かかりやすさ）を調べる血液検査で

す。

*検査の結果、数値が高い場合は、脳ドック（自費）を行い

ます。保険診療にはなりませんのでご注意ください。

脳卒中（脳出血、脳梗塞等）が心

配。

心臓・

血管疾患

脳性Ｎａ利尿ペプチド前駆体Ｎ端

フラグメント（ＮＴ-proＢＮＰ）
2,200 心不全を調べる血液検査です。

少し動いただけでも疲れる。体がむ

くみやすい。

胃 ピロリ菌検査 2,750

「ヘリコバクター・ピロリ菌」は日本人の3割の方の胃の中

に存在する菌で、胃の壁を傷つけ、胃を守っている粘液を

減らし、酸の攻撃を受けやすくしてしまい胃炎や潰瘍を発

症させる要因となり、胃がんのリスクとなります。その

「ピロリ菌」の有無を調べる血液検査です。

*今までにピロリ菌の除菌治療をしたことがある方は実施が

できません。

胃がん家系なので心配。なんとなく

胃の具合がいつも悪い。

前立腺 前立腺特異抗原測定（ＰＳＡ） 2,200

前立腺がんの可能性がある人を見つけるための血液検査で

す。PSAの値が高くなるにつれ、前立腺がんの可能性も高く

なります。

尿の回数が多い。尿が出るとき痛

む。尿が出にくかったり、排尿に時

間がかかる。血尿が出たことがあ

る。

エックス

線
マンモグラフィ検査（２方向） 5,500

乳房を板で挟み薄く伸ばした状態でX線撮影を行います。乳

がんの早期発見に欠かすことのできない、有効な検査の1つ

です。

*妊娠中、豊胸術、乳房再建術、ペースメーカー、埋め込み

型除細動器等人工物、シャント、ポートを挿入している方

は実施ができません。

超音波 乳房超音波検査 4,840

乳房に超音波をあて、乳腺を写し出す検査です。しこりの

有無、大きさ、性状を見ることができます。

*豊胸術を受けた方は実施ができません。

細胞診 子宮頸部がん（細胞診）検査 4,840
子宮頸部から細胞を採取し、子宮頸部がんを調べます。

苦痛も少なく、短時間で済みます。

超音波 婦人科超音波検査 6,050
膣から超音波を挿入し、子宮筋腫や卵巣腫瘍を調べます。

*子宮頸部がん検査は必須となります。

腹部 超音波
腹部超音波検査

※第4水曜AMのみ
6,930 腎臓・肝臓・胆のう・脾臓・膵臓の形態を調べます。

食欲がなくなってきた。みぞおちの

周辺や背中、右の脇腹に違和感があ

る。

超音波 骨密度超音波検査（踵骨） 1,540 踵（かかと）の骨に超音波をあて、骨密度を調べます。

エックス

線

骨密度エックス線検査

（腰椎＋大腿骨）

※金曜AM除く

4,950

微量なエックス線で腰椎と大腿骨の骨密度を測定します。

より精度の高い検査が可能です。

*妊娠中または、妊娠の可能性がある方、あお向けで寝るこ

とができない方、単独歩行ができない方（車イス等）は実

施ができません。

*AMに胃エックス線検査（バリウム検査）を実施した場

合、PMの実施はできません。

※事前のお申し込みが必要ですが、当日の空き状況により追加することも可能です。窓口でお問い合わせください。

特定健康診査・健康診査、がん検診に追加していただけるオプション検査をご用意いたしました。

この機会に、気になる部位や疾患等に応じた検査項目を追加してはいかがでしょうか。

乳がんは女性のがん罹患者数の第１

位です。超音波検査は、乳腺にかく

れてマンモグラフィ検査では見つけ

にくいしこりを見つけることができ

ます。マンモグラフィ検査と超音波

検査を併用することによって乳がん

の発見率が上昇しますので、毎年両

方の検査を受診することが理想的で

す。

子宮がん家系なので心配。

*細胞診と超音波を一緒にやることに

より婦人科がん（卵巣がん,子宮体部

がん等）と婦人科良性腫瘍（筋腫,卵

巣のう腫等）の両方の検診ができま

す。

ご予約・お問い合わせ：医事課
電話 ０４３－２４６－８６６４  月～金(祝日除く) ９時～１６時

子宮

※女性医師

骨粗鬆症

骨粗鬆症は、骨に含まれるカルシウ

ムなどのミネラル成分の密度が低く

なり、骨折しやすくなります。閉経

後の女性に多く、背中や腰が痛む、

背中や腰が曲がってくる、身長が縮

んでくるなどの症状があります。

血液

血液

乳腺

※女性技師

総合健診センター


